
1 2 2 7 
4 

6 
4 3 3 3 2 1 

0

10

20

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

（時間／１０ａ）

○ 年齢別基幹的農業従事者数は年々減少するとともに、平成12年には51％であった65歳
以上の割合が、令和２年には61％と高齢化が進展。

○ 機械化が困難である傾斜地では面積当たり労働時間が平坦地と比較して長く、特に摘採
時期の労働負荷が大きい。早生、晩生の品種導入により摘採期の分散を図る地域も見られる。
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【労働時間の季節的偏在】

経営規模：3ha
労働時間：83時間/10a

（人）

９．茶産地が直面する現状①

【産地別の品種構成 （％）】

資料：農林水産省「農林業センサス」（H27以前は販売農家数、R2は個人経営体数）

静岡 鹿児島 京都 愛知 全国

ゆたかみどり
（早生）

0.04 26.5 0 0.3 6.0

さえみどり
（早生）

0.6 14.1 1.1 1.4 4.4

さやまかおり
（やや早生）

2.0 0 0.8 1.1 2.0

やぶきた
（中生）

85.0 30.9 57.2 47.9 62.2

さみどり
（中生）

0.04 0 9.2 22.3 0.7

おくみどり
（晩生）

0.7 4.8 12.1 15.4 3.4

その他 11.6 23.7 19.5 11.7 21.2

合計 100 100 100 100 100

農林水産省調べ（令和4年度）

静岡 鹿児島 三重 京都 福岡 宮崎 熊本 全国

H12 24,019 4,309 4,598 1,330 2,217 820 1,277 53,687

H17 17,731 3,072 2,294 1,035 1,629 642 973 37,617

H22 13,933 2,216 1,455 825 1,385 513 695 28,116

H27 9,504 1,599 941 631 962 373 512 19,603

R2 5,712 1,081 569 473 631 297 329 12,325

【年齢別基幹的農業従事者数（茶）】

経営規模：10ha
労働時間：39時間/10a
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（経営体、戸）【主産県における販売目的の栽培経営体数（農家数）の推移】
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資料：農林水産省「農林業センサス」（組替集計）
注 ：工芸農作物の「単一経営経営体」のうち販売目的の茶を栽培する年齢階層別

基幹的農業従事者数をグラフ化。



○ 原油価格高騰の長期化による影響が懸念される中、施設園芸等燃油価格高騰対策のうち
茶セーフティネット構築事業について、令和４年度補正予算により基金の積み増しと、対象
となる燃料にLPガス、LNGを追加するとともに、令和３年度に臨時的に措置した積立水準の
上限引き上げを継続。

10．茶産地が直面する現状②

○ 最近の原油価格の高騰を受け、茶工場等で使用されているＡ重油の価格も上昇。

○ 農業物価統計調査における令和５年６月時点でのA重油の価格は108.3円/L。
（直近７年のうち最高と最低を除く５年の平均価格（発動基準価格）は83.5円/L）

茶セーフティネット構築事業の拡充

荒茶加工に広く用いられ、価格の高騰が続くLPガスとLNGを新たに対象に加えるとともに、
令和４事業年度に措置した発動基準価格の170%相当までの高騰に備える選択肢を継続すること
で、セーフティネット機能を強化。

農林水産省調べ（令和４年実績値、令和５年計画値）

（参考）加入状況

※1燃油契約数量（kL）

令和４年 令和５年

58,875 64,481

燃油契約数量（％）※

令和４年 令和５年

76 84

【A重油の積立単価】

※１ 燃油契約数量のうち、令和４
年の数値は購入数量の実績値。
令和５年の数値は、計画に基づ
く数値。

※２ 加入割合は、令和４年産の荒
茶生産量に対する割合で計算。

（荒茶１kg当たりA重油を1L使用
すると仮定して計算）
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○ 令和３年秋頃から、穀物需要の増加や原油・天然ガス価格の上昇等に伴い、化学肥料原料の輸入価格が
高騰。

○ 肥料価格の高騰が農業経営に及ぼす影響の緩和を図るため、令和４年度予備費において、肥料価格高騰
対策事業を措置。

○ さらに、令和４年度補正予算において、堆肥や下水汚泥資源等の国内資源の利用拡大や肥料原料の備蓄
を進め、肥料供給の安定化に向けた対応を強化。

11．茶産地が直面する現状③

肥料価格高騰対策事業

・ 昨年秋肥について農業者等への支払いを概ね終えるとと
もに、本年春肥について、申請内容を確認したものから順
次、農業者へ支払いを実施中
・また、本年秋肥以降の対応のため、本事業の一環として、
地域単位で「化学肥料の２割削減に向けた取組メニュー」
の定着に向けた取組を支援する追加対策を実施中。

肥料原料備蓄対策事業

〇 主要な化学肥料原料を備蓄するために必要な保管費用
（保管料、保険料等）を支援 等

（令和４年度予備費：788億円）

（令和４年度補正予算：160億円）

国内肥料資源利用拡大対策事業
（令和４年度補正予算：100億円）

【進捗状況※】

〇 化学肥料の低減の取組を行う農業者に対し、肥料コスト
上昇分の７割を補填 等

〇 堆肥等の国内肥料資源の肥料利用を推進するため、ほ場
での効果検証の取組や、施設整備等を支援

・ 12/21～1/20で募集を実施し、以降も順次募集を実施

・ 公募を終え、交付決定済の事業が65件

【進捗状況※】

※令和５年８月25日時点

【進捗状況※】

・ ５事業者について、交付決定済みであり、現在追加募
集を実施中

12

(取組事例)

県内の畜産堆肥を肥料原料として活用するため、低コ
スト・高品質な堆肥ペレット製造・安定供給のための加
工設備の導入を図る

茶配合肥料（堆肥ペレット配合）



○ 全国の茶園の約４割が中山間地に位置し、傾斜等の要因により乗用型機械の導入が遅れてい
る地域も存在。

○ 茶園の約４割が、樹齢30年以上と老園化し、収量、品質の低下が懸念。改植等への支援の
実施面積は全体の１割程度。

【樹齢別の茶園面積（令和4年度）】

改植では、
・ 茶園の若返りによる品質・生産力の向上が期待。
・ 優良品種の作付けによって、付加価値向上。
・ 品種の組み合せにより、作期を分散させ、収穫・
加工作業の集中化を回避。

資料：農林水産省調べ

12．茶産地が直面する現状④

【農業地域別茶栽培面積の動向（令和2年度）】

【茶改植等支援事業実施累計面積】

資料：農林水産省調べ
台数 導入面積ha 導入割合％

静岡県 3,669 11,007 79.8

鹿児島県 1,355 8,049 97.6

京都府 119 315 20.5

愛知県 78 319 72.5

全国計 6,821 24,721 67.0

【乗用型摘採機の導入状況（令和4年度）】

資料：農林業センサス及び農林水産省調べ

資料：農林水産省調べ

(ha)
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R2(ha) 急傾斜の割合

全国

平坦地 13,703

中山間地 10,974

中山間地割合(%) 44.5

静岡

平坦地 6,306傾斜度15度以上の茶畑は中山間
地のうち５割*であり、乗用機械
の導入が困難 *平成6年時点

中山間地 2,602

中山間地割合(%) 29.2

鹿児島

平坦地 3,813中山間地においても傾斜度は小さ
く、基盤整備が進んでいるため、
ほとんどの地域で乗用型機械の利
用が可能

中山間地 3,198

中山間地割合(%) 45.6

京都

平坦地 151

傾斜度15度以上の茶畑は全体の
15％*  *令和４年時点

中山間地 863

中山間地割合(%) 85.1

愛知

平坦地 194

傾斜度15度以上の茶畑はない
中山間地 72

中山間地割合(%) 27.1



○ 茶生産においては、凍霜害、寒害、降灰等の自然災害のほか、販売価格の下落等のリスクが
存在。

○ こうしたリスクに備えるため、農業保険（収入保険、茶共済）の加入促進の取組を実施。

13．自然災害等のリスクへの備え

【収入保険の加入状況】 （経営体） 【収入保険加入者の声】

「収入保険を活用し、経営を継続」

【静岡県静岡市 清照由苑 代表 鈴木 照美さん】

（農業共済新聞2023年3月15日より要約）

【農業保険（茶）の加入率の推移】 （%）

資料：農林水産省経営局保険課調べ

14

令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年
（３月末時点）

305 642 1,483 1,742 1,786

H29 H30 R元 R2 R3 R4

加入率 3.1 2.7 6.0 15.7 38.0 42.8
資料：農林水産省経営局調べ （加入率：加入面積/栽培面積）
※H30年産までは、茶共済の加入率である。
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資料：農林水産省経営局保険監理官調べ （戸数被害率：共済金支払戸数/加入戸数）
※茶共済の実施県は、埼玉県、神奈川県、静岡県、京都府、愛媛県、高知県
及び宮崎県の７府県（R4実績）

【茶共済における戸数被害率の推移※】
％ 【京都府宇治市 (株)山音 萬玉園 代表取締役 小島 康稔さん】

コロナ禍で収入が激減してしまい、出荷制限や
停止、価格低下も補償の対象になることから、令
和３年から加入しました。
令和３年はコロナ禍で需要が減ったことに加え、

凍霜害に遭い収入が減少しました。つなぎ融資を利
用し、保険金も３月に受け取りました。もしも収
入保険に入っていなかったら、想像ができないほど
経営が大変だったと思います。何かあったとして
も、保険があるという安心感がありました。

「もしも保険に入っていなかったら経営が想像できない」

（NOSAI京都広報紙「京彩」2022年夏号より要約）

両河内茶を守ろうとがんばっていた主人の思い
を引き継ぎ、茶農家を継ぎました。
収入保険には2022年から加入しましたが、記録

的な大雨をもたらした2022年9月の台風15号で、茶
畑の一部が崩れたり、わさび田が埋まったりと、大
きな被害を受けました。
災害復旧作業により直販ができず、収入が大きく

落ち込みましたが、収入保険のつなぎ融資を活用し、
経営を継続することができました。もしもに備え
収入保険に加入していて、本当によかったです。



実証面積：116ha（鹿児島県志布志市）

○ 高齢化と労働力不足が深刻なため、茶業
全体のスマート化が必要。

○ ロボット茶園管理機の導入等により作業
時間を40%以上削減、品質と収量の最適
化を図る茶生産情報の一元化と経営の見え
る化を達成。さらにローカル5G技術を活
用して、ロボット農機の遠隔監視自動運転
により摘採等の作業時間を56%削減、ド
ローンによる空撮データの伝送・解析時間
を4G比で約半分に短縮等の効率化を達成。

実証面積：20ha（静岡県島田市）

○ 輸出用有機抹茶の生産を行う当地区は、
中山間地域に位置し広域に分散した小規模
茶園が多いため、栽培管理において重要な
被覆適期の判断や、有機認証等にかかる管
理作業が負担となっている。

○ 衛星画像生育診断や栽培管理見える化シ
ステムによる遠隔での茶園モニタリング、
作業記録ツールによる輸出向け栽培管理等
により、輸出量及び輸出仕向け先の増加、
販売額拡大、作業時間削減を達成見込み。

実証面積：5.8ha（京都府南山城村）

○ 中山間地では茶園ごとに気象等が異なる
ため、茶園単位で栽培管理の適期判断が必
要で、巡回に多大な時間がかかる。さらに、
防除等の管理作業の負担も平地より大きい。

○ 茶生育等予測マッピングシステムとド
ローン空撮等のリモートセンシングの組み
合わせによる茶園の確認、非熟練者でも防
除可能な乗用型散布量自動調整防除機、及
び生産管理システムの導入により、年間
25%の作業時間削減を達成。

「スマート農業実証プロジェクト」パンフレットにより作成

14．生産力強化に向けた取組（スマート農業の展開）

○ スマート農業技術を生産現場に導入・実証するスマート農業実証プロジェクトにおいて、茶に
ついては、静岡県、京都府、長崎県及び鹿児島県の５地区６課題の実証を実施。

乗用型散布量
自動調整防除機

茶生育等予測
マッピングシステム

実証地区 実施年度 実証内容

（農）茶夢茶夢ランド菅山園ほか 静岡県 R元～R２年度
茶園ネットワークの形成による、分散茶園の省力管理と茶園工場の品質コントロールを核
とした、茶業経営一貫技術体系の実証

鹿児島堀口製茶（有） 鹿児島県

R元～R２年度 IoT技術・ロボット化技術を活用した大規模スマート茶業一貫体系の実証

R２～R３年度
ローカル5Gに基づく自動運転および圃場センシング・AIなど営農・栽培データ解析による
摘採計画の最適化体系及びシェアリングの実証

（有）北本製茶園 京都府 R２～R３年度 中山間傾斜地茶園における高品質てん茶の省力生産体系の実証

（農）東邦農園 静岡県 R３～R４年度
有機抹茶の輸出拡大に向けた中山間地域におけるスマート農業技術の導入による生産・
加工・流通体制の構築の実証

（農）長崎そのぎ茶萌香園

（株）FORTHEES
長崎県 R４～R５年度

生産から出荷までのデータ共有によるスマート茶業と茶園管理省力機械のシェアリングの
実証

ロボット茶園管理機 情報の一元化と見える化衛星画像生育診断 栽培管理見える化
システム

(農)東邦農園 (有)北本製茶園 鹿児島堀口製茶(有)
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長崎県東彼杵郡東彼杵町

15．産地の特色を活かした生産・流通・消費が連携したモデル的な取組

○ 産地の特色を活かして持続可能性を高めるため、茶・薬用作物等地域特産作物体制強化促進
により、専門家等多様な人材を取り込み、地域の茶業振興につながるモデル的な取組を支援。

【（公社）静岡県茶業会議所】

静岡県静岡市・浜松市・沼津市・島田市・藤枝市・川根本町

・ 有機茶の生産拡大に向けた課題の解決及び
バリューチェーンの構築を目指し、茶流通販売
事業者及び生産者が連携し、生産から販売まで
の実証や商品開発等を実施。

【東そのぎ上地区活性化協議会】

・ 生産条件の厳しい中山間地域の茶産地を継承
していくため、国内外の消費者等向けに産地や
お茶の魅力を発信。

＜主な取組＞

有機茶生産拡大に向けた検討会 Z世代を対象とした調査

新商品の開発

16

・ Z世代等若い世代向けの市場調査及び新商品開
発を行うとともに、地元菓子メーカーと連携し、
お茶とのペアリングに適したスイーツを開発。

・ 地域の生産者、茶販売店及び輸出業者等が連
携し、産地の収益性向上に向けた新商品を開発。

産地や茶製品の情報発信
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